
ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町

人口のうごき 町の面積
平成25年５月1日現在

人　口　12,764人（ 96）　男　6,123人（60）

世　帯　 5,577戸（109）　女　6,641人（36）

268.73㎢

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。
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－毎月19日は食育の日－６月は食育月間

今「食育」が
大事！

食育
しょくいく

徳育
とくいく

知育
ちいく

体育
たいいく

食育の５つの力を
　　　　　手に入れよう

１．食べ物のいのちを感じる力

２．元気なからだがわかる力

３．食べ物の味が分かる力

４．料理ができる力

５．食べ物をえらぶ力

食べて心も体も元気になると、知育・体育・徳育につながるとも言われています。

昨年、町内小学生、中学生を対象に栄養改善協議会が子供の食事アンケートを実施しました。





朝食は毎日食べていますか
1009080706050403020100

週5～6回食べる

朝食は食べない
週1～2回食べる
週3～4回食べる

毎日食べる

中学生小学生

小学生1.2％
中学生4.2％

小学生93.2％
中学生87.2％

食べる内
容

にも注目
!

食べない
理由

ごはんだけ、パンだけ・・・と単品だと栄養バランスが崩れてしまいます。
ごはん（主食）、おかず（主菜、副菜）のセットで体の調子も良くなります。

いつも食べない、時間がない、お腹が空いていない、ごはんが用意されていない

朝ごはんは、脳を目覚めさせてくれる働きがあり、成績アップにもつながると
言われています。

広 報

2013

vol.104
６６
vol.104

主な記事
・P02～特集：野鳥「ブッポウソウ」を育む自然を守ろう
・P05～まちの話題
・P09～役場からのお知らせ
・P13～インフォメーション　など 【岩倉山ウォーキング】



広報きびちゅうおう  2013. ６月号 23 広報きびちゅうおう  2013. ６月号
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～希少な野生生物が育つ環境の宝庫  吉備中央町で～

野鳥「ブッポウソウ」を育む自然を守ろう
　私たちのまち「吉備中央町」は豊かな自然環境に恵まれ、そこに生きる動植物と共に四季の移ろいを暦として、自然との調
和を大切に格調高いふるさとの歴史を重ねてきました。
　この恵まれた自然環境は、そこに生息する野生生物などの多様性に支えられた生態系の豊かさでもあります。
　しかし近年では、人々のさまざまな社会・経済活動によって、人と自然の良好な生態学的関係が変化してきたことなどによ
り、中には絶滅が心配される野生生物が増えてきました。
　今回は、町内に飛来する希少な野生生物のひとつである、ブッポウソウについて特集します。

  

特
集
に
あ
た
っ
て

  

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
と
は

　

吉
備
中
央
町
で
は
、「
吉
備
中
央
町
に
生
息

す
る
希
少
野
生
動
植
物
を
保
護
す
る
条
例
」
を

昨
年
９
月
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

町
内
に
お
い
て
特
に
保
護
を
必
要
と
す
る
希

少
生
物
と
し
て
「
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
」
と
、「
ニ

ホ
ン
メ
ダ
カ
」
の
２
種
を
指
定
し
、
町
ぐ
る
み

で
保
護
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

本
年
度
も
岡
山
大
学
と
共
同
で
、
希
少
野
生

生
物
を
守
る
た
め
の
里
地
、
里
山
づ
く
り
の
研

究
や
、
保
護
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
保
護
活
動
の
取
り
組
み
は
、
吉
備

中
央
町
の
自
然
環
境
全
体
の
維
持
に
も
つ
な
が

り
、
ひ
い
て
は
、
町
民
の
健
康
で
文
化
的
な
暮

ら
し
の
確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
、
東
南
ア
ジ
ア
一
帯
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
生
息
し
、
体
長
は
お
よ
そ

30
㎝
、
体
重
は
お
よ
そ
１
５
０
ｇ
と
ハ
ト
よ
り

や
や
小
さ
い
鳥
で
す
。

　

色
鮮
や
か
な
青
緑
の
羽
を
も
ち
、
そ
の
美
し

い
姿
か
ら「
森
の
宝
石
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
野
鳥
は
、
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
種
と
し

て
環
境
省
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
記
載
さ

れ
て
い
る
鳥
で
、
中
国
地
方
で
は
岡
山
県
、
広

島
県
、
鳥
取
県
の
中
国
山
地
で
多
く
み
ら
れ
ま

す
。

　

吉
備
中
央
町
で
は
毎
年
5
月
初
旬
ご
ろ
か
ら

町
内
に
飛
来
し
、
繁
殖
活
動
の
後
、
９
月
に
は

東
南
ア
ジ
ア
方
面
へ
と
旅
立
ち
ま
す
。

 

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が
好
む
里
山

 

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

　

吉
備
中
央
町
に
お
い
て
は
「
昭
和
63
年
に
町

内
で
の
生
息
を
確
認
し
て
以
来
、
地
域
の
方
々

や
町
、
日
本
野
鳥
の
会
岡
山
県
支
部
に
よ
る
保

護
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
、
水
田
や
川
が
あ
り
、
近

く
に
親
鳥
が
見
張
り
の
で
き
る
小
高
い
山
林
が

あ
る
よ
う
な
開
け
た
場
所
や
人
里
を
好
み
ま
す
。

　

吉
備
中
央
町
の
里
地
、
里
山
は
こ
う
い
っ
た

子
育
て
の
環
境
に
適
し
て
る
と
い
え
ま
す
が
、

そ
の
一
方
で
、
子
育
て
に
利
用
す
る
巣
に
つ
い

て
は
、
環
境
が
整
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

も
と
も
と
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
キ
ツ
ツ
キ
が
穴

を
あ
け
て
作
っ
た
樹
洞
を
利
用
し
て
子
育
て
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
自
然
環
境
が
変

わ
り
、
子
育
て
を
す
る
た
め
の
巣
が
少
な
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
個
体
数
が
減
少
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
地
域
の
方
々
や
町
、
日
本
野
鳥
の

会
岡
山
県
支
部
に
よ
る
巣
箱
の
設
置
、
巣
箱
の

清
掃
活
動
が
継
続
し
て
行
わ
れ
、
今
で
は
多
く

の
ひ
な
が
巣
立
ち
、
個
体
数
の
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

 

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の

 

繁
殖
日
程
及
び
行
動

　

繁
殖
期
間
中
の
雨
天
時
は
枯
れ
木
や
ヒ
ノ
キ

の
頂
上
に
止
ま
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
活
動
し
な
い

た
め
、
観
察
に
は
適
し
ま
せ
ん
。

①
営
巣
場
所
選
定
期
５
月
初
旬
～
５
月
下
旬

　

�

昼
間
で
も
観
察
で
き
ま
す
が
特
に
朝
、
夕
活

発
に
行
動
し
ま
す
。

　

�

ま
た
こ
の
時
期
に
求
愛
給
餌
や
交
尾
を
行
い

ま
す
。

※�

オ
ス
と
メ
ス
は
、
姿
が
似
て
い
て
ほ
と
ん
ど

見
分
け
が
つ
き
ま
せ
ん
。

　

�

し
か
し
、
こ
の
時
期
は
、
餌
を
あ
げ
て
い
る

の
が
オ
ス
、
も
ら
っ
て
い
る
の
が
メ
ス
と
見

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

平
成
23
年
度
の
保
護
活
動
で
、
足
輪
を
装
着

し
生
態
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
親
鳥
が

去
年
と
同
じ
巣
箱
に
戻
っ
て
く
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

②
抱
卵
、
抱
雛
期
５
月
下
旬
～
６
月
下
旬

　

�

オ
ス
、
メ
ス
交
互
に
卵
を
温
め
る
た
め
巣
箱

の
外
に
居
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
半
減
し
ま

す
。
巣
箱
を
監
視
す
る
よ
う
に
少
し
離
れ
た

枯
れ
木
や
ヒ
ノ
キ
の
頂
上
に
止
ま
っ
て
い
ま

す
。

③
給
餌
期
６
月
下
旬
～
７
月
下
旬

　

�

給
餌
の
最
盛
期
は
７
月
初
旬
～
７
月
中
旬
。

親
鳥
が
頻
繁
に
餌
を
巣
箱
へ
運
ぶ
の
で
最
も

観
察
し
や
す
い
時
期
で
す
。

④
巣
立
ち
７
月
中
旬
～
７
月
下
旬

　

�

巣
立
ち
直
後
の
約
１
週
間
は
ヒ
ナ
は
巣
箱
付

近
で
親
か
ら
餌
を
受
け
取
り
ま
す
。
こ
の
頃

が
成
鳥
・
幼
鳥
を
含
め
最
も
個
体
数
が
多
い

時
期
で
す
。

※�

８
月
に
入
る
と
朝
、
夕
を
除
き
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
の
姿
を
見
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
く
、
９
月

に
は
姿
を
消
し
ま
す
。

抱卵中は、巣箱に入ると数時間
出てきません。
時々卵を動かして、すべての卵
を均等に温めます。

ブッポウソウは、昆虫食。
空中で飛んでいる昆虫をかすめ取
るように獲ります。
このようなエサの獲り方を「フライ
キャッチ」といいます。鋭いくちば
しで、硬い甲羅をものともしません。

旅立つ前に巣箱の周りを鳴きな
がらグルグルと舞って帰ってい
く様子は、感動的です。

ブッポウソウ観察の注意点

　ブッポウソウにとって繁殖を脅かす存在は、自
然界においてはカラス等たくさん存在しますが、
一番は、繁殖場所である巣箱に長時間注目する人
間です。巣箱の近くに人間が居ると、遠くから見
守るだけで、巣箱に戻りません。
　親鳥が長時間巣箱に近づけないと中にいるヒナ
に餌を運べず、成長盛りのヒナに対して多大な悪
影響を及ぼします。
　こうしたことから、ブッポウソウ観察に際して
は、下記の“観察にあたっての注意事項”をぜひ
守ってください。地域の宝である希少鳥ブッポウ
ソウの保護のため、皆さまのご協力、ご配慮をお
願いします。

【観察にあたっての注意事項】
①�観察や写真撮影は必ず巣箱から50m以上離れ
てください。

②同じ場所へ20分以上とどまらないでください。
③�許可なしに水田のあぜ、畑には絶対に入らない
でください。

④�民家近くで観察する際はその家に声をかけてく
ださい。

⑤�狭い道路が多いので交通の邪魔にならないよう
注意してください。

　また、狭い農道に車を乗り入れないでください。

※今年度は賀陽地区でも観察のできる所を選定する予定です

新井勤一さん撮影

案田

豊岡下

豊岡上

井原

下土井

加茂市場

美原

下加茂

観察に適した場所
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■まちの話題 まちの話題■特　集 ■特　集

　

３
月
22
日
、
㈶
日
本
公
衆
衛
生
協
会
会
長
表
彰
を
石い
し

井い

紀と
し

子こ

さ
ん
（
三
納
谷
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
公
衆
衛
生
事
業
の
た
め
に
永
年
に
わ
た
り
献

身
的
か
つ
模
範
的
な
活
動
を
続
け
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

石
井
さ
ん
は
、昭
和
63
年
に
愛
育
委
員
と
し
て
就
任
以
来
、

20
年
以
上
に
わ
た
り
愛
育
委
員
活
動
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
11
年
か
ら
、
当
時
は
ま
だ
精
神
障
害
者
の
社

会
復
帰
資
源
が
少
な
い
中
、
町
と
家
族
会
が
実
施
し
て
い
る

集
い
や
作
業
所
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
積
極
的
に
参
加
、

家
族
会
の
運
営
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、担
当
地
区
内
の
声
掛
け
、見
守
り
活
動
に
加
え
、

支
部
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
る
介
護
施
設
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
、
高
齢
者
と
の
交
流
を
通
し
て
き
め
細
や
か
な
声

掛
け
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
多
年
に
わ
た
る
公
衆
衛
生
の
向
上
に
寄
与
さ
れ

た
功
績
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

公
益
財
団
法
人
吉
備
中
央
農
業
公
社
で
、
２
年
間
の
農
業

実
務
研
修
を
修
了
し
た
相あ

い

田だ

貴た
か
し

さ
ん
（
竹
荘
）
の
研
修
修
了

式
並
び
に
激
励
会
が
、
３
月
21
日
に
賀
陽
庁
舎
で
行
わ
れ
、

山
本
町
長
と
岡
山
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
島
崎
所
長
か
ら

激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

相
田
さ
ん
（
写
真
右
）
は
「
研
修
を
通
し
て
、
ピ
オ
ー
ネ

栽
培
の
楽
し
さ
と
難
し
さ
を
学
び
、
ぶ
ど
う
農
家
を
一
生
の

仕
事
に
し
た
い
と
思
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
吉
備
中
央
農
業
公

社
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々
や
先
輩
農
家
か
ら
教
わ
っ
た
こ

と
を
基
に
、
ぶ
ど
う
農
家
と
し
て
成
功
で
き
る
よ
う
尽
力
し

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

新
規
就
農
者
を
激
励

㈶
日
本
公
衆
衛
生
協
会

�

会
長
表
彰
を
受
賞　

『
つ
な
が
り
の
輪
！ 
広
げ
よ
う 

地
域
へ
』

�

～
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
～

　

３
月
23
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ

う
総
合
会
館
で
『
わ
が
町
福
祉

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
吉
備
中
央
町
』

が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約

５
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
「
い
つ
も
本
当
の
自

分
ら
し
く　

い
つ
も
心
は
ス
ト
ロ

ン
グ
ス
タ
イ
ル
」
と
題
し
て
、
片

山
明
氏
（
元
新
日
本
プ
ロ
レ
ス
）

と
山
﨑
弘
一
氏
（
吉
備
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）
と

の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
。
第
二
部
は
、
辻
井
い
つ
子
氏
（
ピ

ア
ニ
ス
ト
辻
井
伸
行
氏
の
母
）
に
よ
る
「
明
る
く
、楽
し
く
、

そ
し
て
あ
き
ら
め
な
い
生
き
方
」
と
題
し
た
子
育
て
に
つ
い

て
の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、
障
害
に
対
し
て
の
向
き

合
い
方
で
「
彼
が
や
り
た
い
こ
と
に
イ
エ
ス
と
言
お
う
」
と

辻
井
氏
、「
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
も
可
能
性
が
あ
る
ん
な
ら
、

こ
の
状
態
で
妥
協
す
る
の
は
、
本
当
の
自
分
じ
ゃ
あ
な
い
」

と
片
山
氏
。
両
氏
の
『
立
ち
止
ま
り
悩
む
よ
り
、
わ
ず
か
で

も
先
を
見
る
』と
い
う
前
向
き
で
、あ
き
ら
め
な
い
姿
勢
は
、

多
く
の
来
場
者
の
心
を
震
わ
せ
ま
し
た
。

■�

片
山
明
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ

　

私
の
ト
ー
ク
で
わ
ず
か
で
も
元

気
に
な
っ
て
い
た
だ
け
た
な
ら
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
私
も
皆
さ
ん
か

ら
熱
い
パ
ワ
ー
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
ピ
ン
バ
ッ
ジ

 

を
作
製
し
ま
し
た

　

町
で
は
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
保
護
活
動
を
周

知
、
推
進
す
る
た
め
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
ピ

ン
バ
ッ
ジ
を
作
製
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ピ
ン
バ
ッ
ジ
は
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
特

徴
で
あ
る
鮮
や
か
な
青
色
の
羽
の
色
や
、
オ

レ
ン
ジ
色
の
く
ち
ば
し
の
色
を
再
現
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
章
が
は
い
っ
た
も
の
が
１
種
類
と
、

「kibichuo

」
の
文
字
が
入
っ
た
も
の
が
色

違
い
で
２
種
類
の
計
３
種
類
製
作
し
ま
し

た
。
各
１
個
１
０
０
円
（
税
込
）
で
販
売
中

で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

協
働
推
進
課
地
域
振
興
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
０
１

　鈴木さんは、父である和
わ
賀
か
心
し
さんが、熱心に行っていたブッポウソウ保護活

動を引き継がれ、巣箱設置などの保護活動を長年にわたって行われています。
平成18年度に開催されたブッポウソウ保護フォーラムでは、高円宮妃久子殿
下もブッポウソウの観察のため訪問されました。
　現在は、巣箱の観察用ビデオカメラを活用し、地域の子供の環境学習にも協
力されています。
　「長年にわたって巣箱を設置してきたが、ブッポウソウのひながかえらない

年もありました。今年も無事に繁殖がで
きればと思っています」「ブッポウソウ
のことを語りはじめると、やはり餌とな
る昆虫や水など、それをとりまく環境問
題についても自然と考えるようになる」と語られました。
　また、取材当日も東京から毎年撮影に来られる新井さん（２
ページ標題写真撮影）とブッポウソウの情報交換を熱心にされ
ていました。

　小寺さんは昨年、巣箱を自宅付近に設置されました。
　「過去にブッポウソウを実際目にしたことがあり、また、保護活動の一環
で巣箱を設置している話も聞いたことから、昨年初めて巣箱を設置しまし
た」「設置した年からつがいができ、無事に繁殖したので今年も同じように
繁殖が続けばいいと思っています」
　また、今後の取り組みについて「地
区内の住民で構成している椿クリーン
メイトという団体があり、今後は個人
だけでなく、団体で巣箱の設置などの
保護活動が行えればいいと思っていま

す」と語られました。
　本年度も地区内２か所へ巣箱の設置を行われています。
　新たな保護活動が町内で生まれています。

親子２代の保護活動への取り組み� 鈴 木 繁
しげ

 秋
あき

さん（豊岡上）

新たな保護活動への取り組み� 小 寺 孝
よし

 信
のぶ

さん（豊野）

インタビュー

巣箱上部にはカメラが設
置されています

ご自身で描かれたイラストを手に

昨年の飛来の様子（小寺さん撮影）

自宅近くに設置した巣箱
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来
年
４
月
に
開
校
す
る
新
設
（
加
賀
）
中
学
校
の
第
１
期

改
修
工
事
の
安
全
祈
願
祭
を
、
４
月
８
日
、
旧
吉
備
北
陵
高

等
学
校
校
舎
内
で
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
町
長
を
は
じ
め
多
数
の
町
関
係
者
、
地
元
関

係
者
、
工
事
請
負
業
者
が
出
席
し
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　

こ
の
第
１
期
工
事
で
は
、
校
舎
、
体
育
館
な
ど
の
改
修
を

行
い
、
ひ
き
つ
づ
き
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
な
ど
の
第
２
期
工

事
を
行
い
ま
す
。

　

改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
す
と
工
事
関
係
車
両
が
中
学
校
周

辺
を
往
来
し
ま
す
。
近
隣
の
皆
さ
ま
方
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
12
日
、
株
式
会
社
ト
マ
ト
銀
行
賀
陽
支
店
か
ら
交
通

安
全
用
品
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
株
式
会
社
ト

マ
ト
銀
行
交
通
安
全
協
力
会
の
事
業
と
し
て
毎
年
町
へ
寄
贈

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
、
同
銀
行
の
福ふ

く

島し
ま

支
店
長
が

来
庁
さ
れ
、
町
長
室
に
お
い
て
贈
呈
式
が
行
な
わ
れ
ま
し�

た
。

　

山
本
町
長
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
学
期
も
始

ま
り
ま
し
た
の
で
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
感

謝
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
寄
贈
い
た
だ
い
た
交
通
安
全
横
断
旗
50
本
と
夜

行
タ
ス
キ
１
０
０
本
は
、
町
内
の
交
通
安
全
施
設
で
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

４
月
14
日
、
か
た
く
り
の
花
の
群
生
地
と
し
て
知
ら
れ
る

福
沢
東
の
大
国
主
神
社
周
辺
で
、
福
沢
住
民
会
主
催
に
よ
る

「
か
た
く
り
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
透
明
感
の
あ
る
美
し
い
薄
紫
色
の
花
を
一
目
見

よ
う
と
、
町
内
外
か
ら
お
よ
そ
１
５
０
名
が
来
場
。
花
を
の

ぞ
き
込
ん
で
見
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
し
な
が
ら
、
春
の

訪
れ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、住
民
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
う
ど
ん
や
お
餅
の
販
売
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
来
場
者
は
か
た
く
り

の
花
を
眺
め
な
が
ら
、
春
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

新
設
中
学
校
改
修
安
全
祈
願
祭
を

�

行
い
ま
し
た

株
式
会
社
ト
マ
ト
銀
行
交
通
安
全

�

協
力
会
か
ら
交
通
安
全
用
品
を
寄
贈

行
政
相
談
委
員
が
か
わ
り
ま
し
た

　

本
年
４
月
か
ら
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
井
原
の
綱
島
恭

治
さ
ん
（
写
真
右
）
が
加
茂
川
地
域
担
当
委
員
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
前
任
者
同
様
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
行
政
相
談
委
員
を
勤
め
ら
れ
、
本

年
３
月
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
た
、美
原
の
古
林
勝
彦
さ
ん（
写

真
左
）
へ
総
務
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

古
林
さ
ん
は
、
加
茂
川
地
域
の
行
政
相
談
委
員
と
し
て
平

成
17
年
４
月
か
ら
平
成
25
年
３
月
ま
で
の
８
年
間
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
相
談
相
手
と
し
て
、
行
政
機
関
に
対
す
る
要
望
等

の
解
決
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
行
政
相
談
制
度
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
賀
陽
地
域
は
引
き
続
き
、
北
の
難
波
裕
視
相
談
委

員
が
担
当
さ
れ
ま
す
。

定
住
奨
励
金
を
交
付
し
ま
し
た

　

３
月
28
日
、
賀
陽
庁
舎
に
お
い
て
、
定
住
奨
励
金
の
授
与

式
を
行
い
ま
し
た
。
山
本
町
長
が
「
吉
備
中
央
町
に
末
長
く

住
ん
で
、
ま
ち
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
定
住
者

に
感
謝
と
期
待
を
込
め
、
奨
励
金
を
贈
り
ま
し
た
。

●
Ｉ
タ
ー
ン
奨
励
金

　

坂さ
か

野の　

友ゆ

紀き

さ
ん
（
円
城
）

　

河か
わ

合い　
　

誠ま
こ
と

さ
ん
（
上
田
東
）

　

東と
う

内な
い　

弘ひ
ろ

行ゆ
き

さ
ん
（
西
）

　

髙た
か

木き　

貞て
い

二じ

さ
ん
（
竹
荘
）

　

神こ
う

戸べ　

友と
も

美み

さ
ん
（
上
竹
）

　

高た
か

橋は
し　

理り

恵え

さ
ん
（
吉
川
）

　

伊い
じ
ゅ
う
い
ん

集
院
知と
も

子こ

さ
ん
（
上
野
）

　

愛あ
い

甲こ
う　

武た
け

志し

さ
ん
（
高
谷
）

●
Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金

　

松ま
つ

田だ　

茂し
げ

和か
ず

さ
ん
（
上
田
西
）

　

岡お
か

本も
と　

正ま
さ

枝え

さ
ん
（
美
原
）

●
就
業
奨
励
金

　

日ひ

田だ　

有ゆ

紀き

さ
ん
（
豊
野
）

　

大お
お

月つ
き　

智と
も

弘ひ
ろ

さ
ん
（
上
田
東
）

　

合ご
う

田だ　

有ゆ

花か

さ
ん
（
円
城
）

定住奨励金交付者数
（平成24年４月～平成25年３月末現在）
結婚祝金 　　　　４組
Ｉターン奨励金 15世帯　36人
Ｕターン奨励金 ６世帯　16人
就業奨励金 　　　　７人

か
た
く
り
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

４
月
16
日
、
吉
備
中
央
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
か

も
が
わ
会
主
催
に
よ
る
、
平
成
25
年
度
吉
備
中
央
町
町
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
か
も
が
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
１
４
７
名
の
参
加
が
あ
り
、
参
加
者
は
親
睦
を

深
め
な
が
ら
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し�

た
。

　

な
お
、
上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　

福ふ
く

本も
と

可か

都つ

子こ

（
下
土
井
）

　

準
優
勝　

難な
ん

波ば

冨ふ

美み

枝え

（
吉
川
）

　

第
３
位　

小お

田だ　

幹み
き

子こ

（
豊
岡
下
）

吉
備
中
央
町
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

�

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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株
式
会
社
ガ
ッ
ト
が
町
内
初
の

�
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
に
着
手

　

県
内
で
ビ
ル
管
理
な
ど
を
手
掛
け
る
株
式
会
社
ガ
ッ
ト
が

４
月
18
日
、
町
か
ら
購
入
し
た
井
原
の
建
設
予
定
地
で
地
鎮

祭
を
行
い
、
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）
の

建
設
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

建
設
場
所
は
約
３
・
５
ha
の
残
土
セ
ン
タ
ー
跡
地
。
岡
山

県
が
誘
致
を
進
め
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
設
置
候
補
地
と
し
て

町
が
県
へ
登
録
し
設
置
事
業
者
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
今
年

１
月
に
５
社
か
ら
の
事
業
提
案
が
あ
り
、
県
と
町
の
審
査
を

経
て
１
月
30
日
に
株
式
会
社
ガ
ッ
ト
に
決
定
し
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
24
日
と
31
日
に
は
同
社
が
細
田
と
井
原
の
住
民
会
を

対
象
に
、
事
業
概
要
や
設
備
の
工
法
、
維
持
管
理
方
法
な
ど

の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
規
模
は
、
パ
ネ
ル
枚
数
６
，０
８
０
枚
、
発
電
出
力

１
Ｍメ

ガ
ワ
ッ
トＷ
、発
電
電
力
量
年
間
１
１
１
万
ｋ
ｗ
ｈ
（
推
定
）
で
、

こ
れ
は
一
般
家
庭
年
間
消
費
電
力
量
の
約
３
１
０
世
帯
分
相

当
。
今
年
10
月
の
発
電
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
県
内
企
業
が
県
候
補
地
で
発
電
を
開
始
す
る
の
は

同
社
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

入
園
、
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

保育園 ３歳未満 ３歳 ４歳 ５歳以上 計
双　　葉 27 6 6 4 43
上 竹 荘 10 12 5 11 38
豊　　野 10 4 6 13 33
下 竹 荘 13 4 5 7 29
吉　　川 10 7 10 9 36
大　　和 14 8 7 7 36
計 84 41 39 51 215

幼稚園 年少 年中 年長 計
津　　賀 2 7 2 11
円　　城 5 7 7 19
御　　北 2 7 6 15
吉備高原 9 7 5 21
計 18 28 20 66

小学校 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計
津 賀 14 8 9 11 8 6 56
円 城 10 14 6 13 7 9 59
御 北 7 8 14 10 9 5 53
上 竹 荘 8 7 8 10 10 10 53
豊 野 12 12 18 14 12 19 87
下 竹 荘 4 2 7 4 2 7 26
吉 川 2 6 5 8 6 6 33
大 和 12 13 9 9 14 12 69
吉備高原 15 12 13 8 12 12 72
計 84 82 89 87 80 86 508

中学校 １年 ２年 ３年 計
加 茂 川 39 30 43 112
竹　　荘 30 33 31 94
吉　　川 13 10 16 39
大　　和 14 13 14 41
計 96 86 104 286

　

町
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
や
小
中
学
校
で
、
４
月

９
日
か
ら
11
日
ま
で
の
間
に
、
入
園
・
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

10
名
が
入
学
し
た
円
城
小
学
校
で
は
、
後ご

閑か
ん

校
長

先
生
が
「
よ
い
こ
」
の
頭
文
字
を
と
っ
て
「
よ・

く
考

え
る
こ
ど
も
に
な
り
ま
し
ょ
う
」「
い・

の
ち
を
大
切

に
す
る
こ
ど
も
に
な
り
ま
し
ょ
う
」「
こ・

ま
っ
た
と

き
に
相
談
で
き
る
こ
ど
も
に
な
り
ま
し
ょ
う
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
担
任
の
末す

え

好よ
し

先
生
が
新
入
生
の
名
前
を
読

み
上
げ
る
と
、
大
き
な
声
で
元
気
よ
く
返
事
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
吉
備
中
央
町
の
園
児
、
児
童
、
生
徒
の

在
籍
数
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

保健福祉シリーズ 79
平成25年度
「特定健康診査」のお知らせ

そうだ！

健診に行こう！！

　「いつまでも健康でありたい」これは誰もが願うことです。しかし、元気で自分らしい生活を送るため
には、願うだけでなく、健康な生活への実践が大切になります。
　健康を維持するには「自分の健康は自分でつくり、自分で守る」という意識が大切ですが、そのときに
最も役に立つのが健診です。町が実施している健診から、あなたの健康状態や日頃の生活習慣を見直して
みませんか。

※特定健康診査でわかること
　特定健診の主な項目は、身長・体重・腹囲測定、尿検査、血圧測定、血液検査、（眼底検査）、
内科診察です。これらの検査項目からメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の
進行度を見ています。

　　ＢＭＩ（肥満指数）・腹囲・中性脂肪　　　　　　　　内臓脂肪の蓄積
　　血圧・血糖・ＬＤＬコレステロール　　　　　　　　 動脈硬化への影響
　　心電図・眼底検査　　　　　　　　　　　　　　　 　心臓や脳血管への影響

※特定健康診査の結果から見えること（吉備中央町国民健康保険被扶養者対象）
　特定健診の受診状況は、平成23年度の受診率は26.7％、年代別では40～50歳代の男性の受診率が低い傾
向にあります。
　また、検査項目別の異常出現率を比較してみる
と、HbA1c、収縮期血圧、LDL（悪玉）コレステロー
ルが高く、いずれも受診者の５割を超えています。
メタボリックシンドロームは、食べ過ぎや運動不
足、喫煙などの不規則な生活習慣の積み重ねによっ
て起こるため、生活習慣の改善をすることで予防・
改善が可能です。また、町の特定健診を連続して受
診した人の方が、メタボリックシンドロームの改善
につながっていることもわかりました。

H23特定健診検査項目別異常値出現率（全体）
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※国保医療費から見えること
　平成24年２月診療の生活習慣病（糖尿病・高血圧症・高脂血症）での医療費は約16,595千円で受診者は
46％を占めていました。メタボリックシンドロームなどの生活習慣病は初期から改善するほど、早く、ら
くにリスクを軽減でき、重症化させずにすみます。特定健診の受診は、皆さんの大切な健康を守るだけで
なく、医療費や保険料の増加を抑制することにもつながります。

※健診のおしらせ
　特定健康診査（国保）・後期高齢者健康診査が６月から始まります。対象の方には、５月末に受診券を
送付します。詳しい日程等については、各戸にお配りしている吉備中央町保健事業ガイドブックをご覧く
ださい。

【お問い合わせ先】　保健課　地域保健班　　☎０８６６－５４－１３２６

メタボ該当

へその高さの腹囲
男性　85㎝以上
女性　90㎝以上

①脂　質→中性脂肪150㎎／㎗以上かつ・またはHDLコレステロール40㎎／㎗未満
②血　圧→最高（収縮期）血圧130㎜Hg以上かつ・または拡張期血圧85㎜Hg以上
③血糖値→空腹時血糖110㎎／㎗以上　または HbA1c（JDS 値）5.6％以上
　　　　　（H25年４月から判定基準が変わります。HbA1c（NGSP値）6.0％以上）
　　　　　①～③のうち２項目該当
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お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

６
月
の
行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
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（
心
配
ご
と
相

談
）
を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 ６月21日（金）午前９時～正午

会場 大和公民館 かもがわ総合
福祉センター

相談
行政相談
人権相談
福祉相談

人権相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522
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４
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６
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３
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　岡山県備前県民局農林水産事業部　森林企画課森林保全班� ☎ 086-233-9832
　吉備中央町役場　林業振興班� ☎ 0866-54-1318連 絡 先

平成25年度  狩猟免許試験のお知らせ
　イノシシ、ヌートリア、サル、カラスなどの鳥獣による農作物被害が大きな問題となっています。
狩猟や有害鳥獣捕獲許可などにより有害鳥獣駆除活動を行い、安心して農業ができる環境を作りま
しょう。
　それにはまず、狩猟免許を取得し、狩猟者登録を受けることが必要です。狩猟免許試験受験希望
の方は、狩猟免許初心者講習会・狩猟免許試験が、次の日程で実施されますので、お知らせいたし
ます。
　なお、今年度、新規で狩猟免許を取得し、狩猟者登録を受けられる方には、初心者講習会受講料・
狩猟免許試験受験手数料を町が補助します。

■狩猟免許初心者講習会・・・受講料 4,000円
　次の期日に、㈳岡山県猟友会主催の狩猟免許初心者講習会が開催されます。参加希望の方は各会
場の開催日の２日前までに、岡山県岡山地区猟友会事務局（☎086－233－9824）まで受講申込
をお願いします。

３．受験手続について
　受験希望者は、所定の狩猟免許申請書に必要事項を記入の上、次のものを添付し、試験日の10
日前までに受験しようとする場所を管轄する県民局へ提出してください。
①�銃砲刀剣類所持等取締法第４条第１項第１号の規定による許可を受けている場合は許可証の写
し、許可を受けていない場合は医師の診断書
②�縦3.0㎝×横2.4㎝の写真　１枚
　（�申請前６ヶ月以内に撮影した、無帽、正面、上三分身、無背景のもの、裏面に氏名、撮影年月
日を記入）

③返信用封筒（定型長形３号）　１通（郵便切手を貼り付け宛名および宛先を明記したもの）

※�狩猟免許申請書、医師の診断書、狩猟免許初心者講習会受講申込書は農林課または加茂川総合事
務所にもあります。

１．狩猟免許試験日および会場
期　　日 開始時刻 場　　　　　所

H25．７．21（日） 午前9：30 倉敷市真備町箭田40－1
　マービーふれあいセンター� ☎（086）698－9111

H25．８．１（木） 午前9：30 津山市大田920
　グリーンヒルズ津山　リージョンセンター� ☎（0868）27－7150

H25．９．４（水） 午前9：30 岡山市東区西大寺南1－2－3
　西大寺緑化公園体験学習施設百花プラザ� ☎（086）944－8716

２．受験手数料
新規受験者 既に他の種類の免許取得者
5,200 円 3,900 円

期　　日 場　　　　　所
H25．７．13（土） 倉敷市真備町箭田40－1　　　マービーふれあいセンター� ☎（086）698－9111

H25．７．27（土） 津山市大田920　　　　　　　グリーンヒルズ津山 リージョンセンター� ☎（0868）27－7150

H25．９．1（日） 岡山市東区西大寺南1－2－3　西大寺緑化公園体験学習施設百花プラザ� ☎（086）944－8716
※いずれも受講予定時間は、午前９時～午後４時
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、
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㈮
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ま
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。
今
回

子どもたちと一緒に日本一の富士山に
　　　　　　　　　　　　登ってみませんか！！
　今年も町内の小学６年生が富士登山に挑戦します。
　富士登山チャレンジ実行委員会では、登山隊の指導者
として参加してくださるボランティアを募集します。

■登山期日：平成25年７月20日（土）～22日（月）
　　　　　　２泊３日（宿泊予定地：中央青少年交流の家、富士山八合目山小屋）
■内　　容：登山隊各班の指導や救護等を担当していただきます。
■募集条件：○子どもの世話が好きで、団体行動ができる方
　　　　　　○町内在住・在勤者で、原則として20歳から55歳までの健康な方
　　　　　　○�実行委員会が実施するリーダー研修会や全体研修会等に参加できる方
　　　　　　　※登山経験、医療実務経験のある方を歓迎します。
■費用負担：�全体に係る経費（宿泊費、保険等）は実行委員会で負担しますが、個人経費（登山靴、

雨具等）については自己負担となります。
■募集人員：若干名（選考後、参加決定者には通知書を送付します。）
■募集締切：５月31日（金）
■応募方法：�各公民館・小学校、賀陽庁舎、加茂川総合事務所、井原出張所、教育委員会事務局に

備え付け、または町ホームページに掲載の参加申込書に必要事項を記入・押印のう�
え、下記事務局まで郵送または持参してください。

ボランティアリーダー募集
第９回吉備中央町小学生富士登山チャレンジ事業

富士登山チャレンジ実行委員会事務局（教育委員会事務局生涯学習班内）
〒716-1241 吉備中央町吉川4860－６ きびプラザ内　☎0866－56－9191

お問い合わせ
お申し込み先

　
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

健
全
な
松
を
守
る
た
め
、薬
剤
の

�

空
中
散
布
を
行
い
ま
す
！

　

松
が
枯
れ
る
原
因
は
「
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン

チ
ュ
ウ
」
と
い
う
体
長
１
・
０
㎜
に
も
満
た

な
い
小
さ
な
セ
ン
チ
ュ
ウ
で
す
。

　

こ
の
セ
ン
チ
ュ
ウ
は
、
自
分
で
は
別
の
木

に
移
動
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
「
マ
ツ

ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
」
と
い
う
昆
虫
の
体
に

乗
り
移
り
、
５
月
下
旬
か
ら
７
月
頃
に
被
害

木
か
ら
健
康
な
松
へ
と
運
ば
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
カ
ミ
キ
リ
の
体
の
中
に
い
る
セ

ン
チ
ュ
ウ
は
、
カ
ミ
キ
リ
の
か
み
傷
か
ら
松

の
中
に
入
り
、
松
を
枯
ら
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
薬
剤
の
空
中
散
布
は
、
こ
の
時
期
に
合

わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

散
布
当
日
は
、
一
部
交
通
規
制
を
実
施
い

た
し
ま
す
が
、
散
布
区
域
内
に
近
づ
か
な
い

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
日
時
・
散
布
場
所
】

　

５
月
28
日
㈫

　
　

午
前
５
時
～
午
前
10
時
頃
ま
で

　

�

宮
地
地
内
（
西
山
）、
西
地
内
（
杉
畝
）、

北
地
内
（
大
和
山
）

　

５
月
29
日
㈬

　
　

午
前
５
時
～
午
前
10
時
頃
ま
で

　

�

竹
部
地
内
（
吉
備
新
線
周
辺
）、
円
城
地

内
（
津
恵
田
、
桜
久
保
）

�

※
悪
天
候
の
場
合
は
順
延
と
な
り
ま
す
。

【
使
用
薬
剤
】

　

松
く
い
虫
防
除
剤
「
ス
ミ
パ
イ
ン
Ｍ
Ｃ
」

　

特
長
は
残
効
性
が
長
く
、
１
回
の
散
布
で

有
効
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
林
課　

林
業
振
興
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
８

◎�

な
ん
で
も
雑
学
教
養
趣
味
講
座
：
ア
ー
メ

ボ
ー
ド
体
験
会
～
学
ぼ
う
！
額
縁
づ
く
り
～

　

■
日
時
・
場
所
／

　
　

６
月
４
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　

豊
岡
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

　
　

６
月
10
日
㈪　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　

新
山
ほ
ほ
え
み
セ
ン
タ
ー

　
　

６
月
17
日
㈪　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　

長
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

■
受
講
料
／
３
０
０
円

　

■
持
参
品
／
な
し

　

■
申
込
締
切
／
５
月
31
日
㈮

平
成
25
年
度

「
エ
イ
ズ
検
査
普
及
週
間
」

�

臨
時
夜
間
検
査
等
の
御
案
内

　

平
成
24
年
の
国
内
に
お
け
る
新
規
の
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
者
及
び
エ
イ
ズ
患
者
は
１
，４
４
６

件
（
速
報
値
）
で
し
た
。
保
健
所
等
に
お
け

る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
件
数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で

あ
り
、
相
談
件
数
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
検
査
が
未
だ
十
分
に
行
き
届
い
て
い
な

い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
６
月
１
日
㈯
～
７
日
㈮
は
「
エ

イ
ズ
検
査
普
及
週
間
」
で
す
。

　

備
前
保
健
所
で
は
「
エ
イ
ズ
検
査
普
及
週

間
」
に
合
わ
せ
て
、
次
の
と
お
り
夜
間
検
査

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
２
回
定
例
検

査
も
行
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
匿
名
・
無
料

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
性
感
染
症
に

の
宝
く
じ
は
１
等
賞
金
１
億
円
、
１
等
の
当

選
確
率
が
ド
リ
ー
ム
ジ
ャ
ン
ボ
史
上
最
高
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
道
路
や
学

校
の
整
備
な
ど
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
を

よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、宝
く
じ
の
購
入
は
、

ぜ
ひ
「
県
内
」
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

ド
リ
ー
ム
Ｔ
Ｅ
Ｎ
も
同
日
発
売
で
す
の

で
、
こ
ち
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
総
務
部
財
政
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
２
３
２

関
す
る
相
談
・
検
査
も
同
時
に
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

 備前保健所のエイズ検査・性感染症検査・肝炎ウｲルス検査日時（無料・匿名）

検　査　日  受　付　時　間 検　　査　　内　　容

夜間検査 ６月７日（金） 16：30～19：00
（予約制）

ＨＩＶ抗体検査（即日検査） 
クラミジア検査、 梅毒検査
肝炎ウイルス検査

定例検査 第１・第３金曜日 ９：30～15：00
（予約制）

ＨＩＶ抗体検査（即日検査）
クラミジア検査、 梅毒検査
肝炎ウイルス検査

【お問い合わせ先】　☎０８６－２７２－５５５３（エイズホットライン）
　　　　　　　　　　岡山県備前保健所（岡山市中区古京町１－１－１７）
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図書館だより かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

6月号

出会いの
月号

扉
2013年 ６月の休館日

３日　10日
16日　17日
24日　

＜一般書＞　�
　「生きるって、みっとも
ないことだし、みっともな
くていい。生き残った者が
勝ち」がモットーの著者が、
60の真

・

面
・

目
・

なお悩みに、悩
みの本質から覆してしまう
ような豪快なアドバイス。
どんな悩みも、ちょっと考
え方を変えるだけであっさ
り解消してしまうものなの
かもしれません。

（かもがわ図書館）

＜児童書＞　�
　弟のようくんといっしょ
に公園にきたら、雨がふ
りだした。雨はどんどんど
んどんつよくなって、まわ
りがなんにもみえなくなっ
ちゃった。すると、どこか
らかふしぎなうたがきこえ
てきたよ。
♪ あまやどり あまやどり 
みんな みんなみんな かけ
てこい♪

（ロマン高原かよう図書館）

『生きる悪知恵　正しくない
けど役に立つ60のヒント』
西原理恵子／著　文藝春秋

『あまやどり』
市川 宣子／作　文研出版

★おいでおいで（乳幼児対象）毎月第２・第４木曜日
　　　13日（木）午前10時30分～10時50分
　　　　　　　　 かもがわ図書館
　　　27日（木）午前10時30分～10時50分　
　　　　　 　　　ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）毎月第３土曜日
　　　15日（土）午後２時～午後２時50分
　　　　　 　　　かもがわ図書館

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
24
年
度
）

今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、
内な
い

藤と
う

　
幸こ
う

祐す
け

さ
ん
の
「
あ
り
が
と
う
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「ありがとう
� ひいばあちゃん」

加茂川中学校　１年

内
ない

藤
とう

 幸
こう

祐
すけ
さん

　

ぼ
く
に
は
、
ず
っ
と
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
か
わ
い

が
っ
て
く
れ
て
い
た
、
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
ま
し

た
。

　

で
も
、
今
年
の
春
休
み
に
な
る
前
、
家
族
み
ん
な

に
見
守
ら
れ
て
天
国
へ
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

去
年
の
十
一
月
二
十
三
日
の
祝
日
の
朝
、
ぼ
く
の

家
の
と
な
り
に
住
ん
で
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

「
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
倒
れ
た
か
ら
早
く
来
て
。」

と
、
慌
て
て
知
ら
せ
に
来
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
何
が

何
だ
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん

と
弟
と
急
い
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
か
け
つ
け
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
、
倒
れ
た
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
び
っ
く
り
し
て

「
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
。」

と
、
何
度
も
呼
び
ま
し
た
が
返
事
も
意
識
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
す
ぐ
に
救
急

車
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
つ
き
そ
い

で
病
院
へ
運
ば
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
達
も
お
父
さ
ん
の

車
で
後
を
追
っ
て
病
院
へ
か
け
つ
け
ま
し
た
。

　

病
院
で
検
査
を
色
々
し
た
結
果
、
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
脳
こ
う
そ
く
で
状
態
が
よ
く
な
い
と
お
医
者
さ

ん
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
元
気
だ
っ
た
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
突
然

こ
ん
な
事
に
な
る
と
は
全
く
お
も
っ
て
な
か
っ
た
の

で
、
ぼ
く
も
弟
も
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
で
何
を
や
る
気

に
も
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
し
て
、ひ
い
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
元
気
だ
っ
た
姿
を
思
い
出
し
た
ら
、
信
じ
ら
れ

な
く
て
、
す
ご
く
悲
し
か
っ
た
で
す
。

　

で
も
、
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
病
気
に
負
け
な
い
で

少
し
ず
つ
、
少
し
ず
つ
元
気
に
な
ろ
う
と
頑
張
り
ま

し
た
。
ぼ
く
が
三
日
ほ
ど
し
て
お
見
ま
い
に
い
っ
て

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
来
た
で
。」

と
よ
ぶ
と
、

「
は
ぁ
い
。」

と
、
返
事
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ぼ
く
が
分
か
る
。」

と
聞
く
と
、

「
こ
う
ち
ゃ
ん
。」

と
、
弱
々
し
い
声
だ
っ
た
け
ど
答
え
て
く
れ
て
、
ニ

コ
ッ
と
し
よ
う
と
し
た
り
、
手
を
に
ぎ
り
返
し
て
く

れ
た
り
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
と
て
も
嬉
し
く
て
お

見
ま
い
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
し
た
。
ぼ
く
は
弟
と

「
や
っ
ぱ
、
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
す
げ
ぇ
な
。」

と
、
話
し
ま
し
た
。

　

倒
れ
て
か
ら
色
々
な
治
り
ょ
う
や
、
リ
ハ
ビ
リ
を

く
り
返
し
、
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
座
っ
た
り
、
少
し

は
話
も
で
き
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
四
ヶ
月

目
、
突
然
呼
吸
困
難
に
な
り
、
静
か
に
息
を
ひ
き
と

り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
に
と
っ
て
初
め
て
の
、
大
切
な
人
の
死
は
今

で
も
信
じ
ら
れ
ず
、
今
ま
で
に
感
じ
た
こ
と
の
な
い

悲
し
み
で
し
た
。
も
う
一
度
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会

い
た
い
け
ど
会
え
ま
せ
ん
。
以
前
は
よ
く
弟
と
ケ
ン

カ
し
た
ら
簡
単
に「
死
ね
」と
か
言
っ
て
い
た
け
ど
、

今
は
絶
対
に
言
え
ま
せ
ん
。

　

い
つ
も
こ
っ
そ
り
お
こ
づ
か
い
を
く
れ
た
り
、

色
々
と
ぼ
く
達
の
事
を
心
配
し
て
か
わ
い
が
っ
て
く

れ
た
り
、
そ
し
て
強
さ
と
大
切
な
事
を
た
く
さ
ん
教

え
て
く
れ
た
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
。

＜新着図書紹介＞
館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　　名 著者・出版社 館

絵　
　
　

本

おたすけこびととハムスター なかがわちひろ／徳間書店 か

どこいったん ジョンクラッセン／クレヨンハウス か

なりたいものだらけ ジミー・リャオ／すずき出版 ロ

しろくまのパンツ ツペラツペラ／ブロンズ新社 ロ

児　

童　

書

博物館の一日 いわた慎二郎／講談社 か

こわい！強い！サメ大図鑑 ＰＨＰ研究所 か

プレNEO  くふうの図鑑 小学館 ロ

にほんご 安野光雅／福音館書店 ロ

一
般
実
用
書

スーパー主婦の直伝スゴ技 伊予部紀子／新潮社 か

カラスの教科書 松原　始／雷鳥社 か

僕の死に方  エンディングダイアリー 金子哲雄／小学館 ロ

小倉優子の幸せ  ごはん 小倉優子／講談社 ロ

一
般
読
み
物

螢草 葉室　麟／双葉社 か

色彩を持たない多㟢つくると、彼の巡礼の年 村上春樹／文藝春秋 か

一路　上・下 浅田次郎／中央公論社 ロ

ボクの妻と結婚してください。 樋口卓治／講談社 ロ

お
は
な
し
の
へ
や
6月

出 演 レインボーさん

司書が選ぶ

この一冊

　古くから信仰の山としてあがめ
られてきた大山。「信仰の道・牛
馬の道」といわれた「大山みち」
を、交通史の視点からお話しいた
だきます。
　講師：岡山県立記録資料館 前館長　在

あり

間
ま

 宣
のぶ

久
ひさ

さん
　　日　時　　平成25年７月７日（日）　午後２時～
　　場　所　　かもがわ図書館
　　　　　　　＊詳しくは、チラシを
　　　　　　　　ご覧ください。

わが町の歴史講座「大山みち」

もっと知りたい町のこと！

図書館からのお願い
　図書館は、来館された方にとっ
て居心地のよい場所でありたい
と思っています。

誰もが気持ち
よく利用でき
ますように★

電
話
は
館
外
で

大
き
な
声

食
べ
た
り
飲
ん
だ
り

借りた本が破れたときは、
セロテープなどで直さず、
そのまま図書館へお持ちく
ださいね！

本の扱いについて



ご寄附に感謝します　育英資金（敬省略）

おめ

でとう満1歳
便

本
郷
日
香
梨
ち
ゃ
ん
（
加
茂
市
場
）

ほ
ん
ご
う
ひ

か

り
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　瀧川信一さん ( 吉川 ) から、今年畑に植えるこんにゃくの苗が不思議な形をしているとの連絡が
ありました。
　写真手前にある芽の小さな苗が通常畑に植えるものですが、奥側２つの苗は芽が驚くほど大きく
成長していました。
　昨年秋に収穫し、保存しておいた苗を今回出して
みたところ、２本だけ大きく成長した苗が出てきて
びっくりされたそうです。
　瀧川さんは「長年こんにゃくを植えてきましたが、
こんな苗を見たのは初めてです」と笑顔で語られま
した。
　この苗が秋には成長して、立派なこんにゃくが収
穫できるといいですね。

＊６月の課題は「力」、７月の課題は「手」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆あらくさ短歌会へのご参加をお待ちしています。
　�毎月第３木曜日に総合福祉センターへ５首までを
持参。合評・互選などをしています。

放送川柳コーナー

津賀公民館 平成25年４月秀句　題「顔」

町内に
在住在勤の方は
どなたでも
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金一封（香典返し）　�
　　　赤木　美貴夫〈粟井谷〉

びっくりこんにゃく！？



イベント情報

オズの魔法使い ～人形劇俳優 たいらじょうの世界～

吉備の里 ふるさとまつり開催
第30回

宝くじ文化公演　人形劇ミュージカル

日　時　平成25年8月24日(土)
　　　　午後１時30分開演（午後１時開場）
場　所　ロマン高原かよう総合会館

主　催　吉備中央町、吉備中央町教育委員会、岡山県、
　　　　㈶自治総合センター
入場料　一　　般　前売 1,500円（当日 1,700円）
　　　　高校生以下　前売 1,000円（当日 1,200円）

会、岡山県、会、岡山県、岡山 、会 山県、岡 県会、岡山山県、

今全国で話題の天才人形劇俳優たいらじょう。
人形劇の常識を覆す最高傑作がついにやってくる！

ご家族そろって極上の劇場体験を！

5月29日(水)
チケット販売開始

●お問い合わせ先　ロマン高原かよう総合会館　☎０８６６－５４－１３０１
※この公演の入場料は、宝くじの助成により特別料金になっています。

●日　時　平成25年６月２日（日） 10：00～14：30（雨天決行）
●場　所　社会福祉法人　吉備の里（吉備中央町上野2320－10）
●主　催　社会福祉法人　吉備の里
●イベント内容
　�　第30回という記念すべき今年は、メインゲストとして「松本ハウス」(サンミュージッ
ク所属 )のお二人をお招きして、爆笑ライブを予定しています。
　�　その他、恒例イベントである竹パン作り、バルーンアート、食べ物販売、起震車によ
る地震体験など、たくさんのブースをご用意しています。
　�　最後のビンゴゲームでは、全日本空輸㈱で行く岡山・東京往復ペア航空券、USJ まで
の往復バス旅券など、豪華景品を準備しています。
　　皆さまのご来場を心よりお待ちしています。

●お問い合わせ先　社会福祉法人　吉備の里　☎0866－56－8216
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。
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　春の吉備高原を満喫
　　　～吉備高原都市さんさん祭り～
　第22回吉備高原都市さんさん祭り（吉
備高原都市夢祭り実行委員会主催）が
４月21日、吉備高原都市センター区さ
んさん広場で開催され、家族連れなど、
たくさんの来場者でにぎわいました。

　大和山ハイキング
　４月14日、大和山ハイキングが大和山野山の会の主催（共催：吉備
中央町観光協会）により開催されました。
　当日は148名が参加し、ふれあい荘を出発した参加者はそれぞれの
ペースで、標高608mの大和山山頂を目指しました。
　途中、同会会員の富岡さんから大和山にある史跡の説明や、山頂の
レーダー雨量観測所の開放も行われ、参加者は新緑を満喫しながらハ
イキングを楽しんでいました。

　岩倉山ウォーキング
　５月３日、岩倉山ウォーキングが円城ふるさと村の主催で開催されました。
　当日は３㎞と５㎞の２コースに分かれて行われ、231名の参加者は中心標のある岩倉公園や円城ふるさと村な
どを散策しながら、自然と歴史を満喫していました、
　また、ウォーキング終了後には昼食が振る舞われ、参加者は心地よい汗をかきながら、楽しいひとときを過ご
しました。

　ステージでは、かよう浪漫太鼓や吉備中央児童合唱団、地元のおやじバ
ンドなどが出演し、迫力のある演奏や美しい歌声を披露しました。また、
岡山県警音楽隊のコンサートでは、アニメソングの演奏や隊員による華麗
なダンスで会場を盛り上げました。
　屋台が並ぶ「食の市」では、町内で加工されたイノシシ肉の串焼きや焼
き鳥、ハンバーガー、そばなどが販売されました。その他にも吉備高原都
市住区の分譲地説明などを行う住宅相談コーナーや観光ＰＲコーナー、お
もしろ体験コーナー、フリーマーケット等が設けられ、来場者は春のイベ
ントを楽しみました。


